
江南市まちづくり会議（分野別会議） 議事要旨 
 

会 議 名 平成 30年度第 1回 第 5分科会（経営、企画分野） 

日 時 平成 30年 9月 28日（金）  午後 1時 30分～午後 3時 40分 

場 所 江南市役所 3階 第 2委員会室 

出席者 

市民 
委員 

伊藤 倫子、小沢 捨雄、福田 直樹、松岡 博年、五十嵐 一雄 

市職員 
坪内 俊宣、茶原 健二、安達 則行、本多 弘樹、村田 いづみ、 

高田 昌和、中村 信子、小林 悟司、石黒 稔通 

傍 聴 者 なし 

議 題 

１．まちづくり会議について 

２．まちづくり評価の結果について 

３．その他（第２回の会議日程について） 

資 料 

資料１ 江南市まちづくり会議委員名簿（平成 30年度） 

資料２ 今年度（平成 30年度）のまちづくり評価について 

資料３ 江南市戦略計画達成状況報告書【中期計画期間（平成 23年度～平成 25年度）】 

資料４ まちづくり評価シートの確認方法について 

資料５ まちづくり評価【Ⅴ 経営、企画分野】 

 

◆ 会 議 結 果 ◆ 

 ・会議の開催にあたり、市長よりあいさつがありました。 

 

１．まちづくり会議について 

 ・まちづくり会議について、資料２及び４に基づき、秘書政策課主幹、企画グループリーダーより説明が

ありました。 

 

２．まちづくり評価の結果について 

〔柱１〕地域協働の推進 

 ・資料５に基づき、委員（地方創生推進課長）より説明がありました。 

 〔全体目標〕 地域全体で将来の目標を共有し、協働で取り組むことにより、地域の価値が向上している 

 ・目標値よりも下回った原因は、ボランティア活動よりも自分たちの生活のことを考える６０歳以上の方

が多くなってきているため、減少傾向にあるのではないか。目標値は年金制度や定年制度などを踏まえ、

時代に合わせて見直してはどうかという意見がありました。 

〔個別目標①〕 市民が地域社会の担い手になっている 

 ・他の指標は伸びていない中でも、補助金がもらえる公募型協働支援補助事業採択団体の実績値は増えて

いるが、今後の方針は何かありますかとの質問があり、今後は申請件数ばかりに着目するのではなく、

事業の中身も重要なので、どうしたらいい事業ができるのか団体と一緒に考えて進めていきたいとの説

明がありました。 

〔個別目標②〕 地域内の情報を共有し、市政に理解と関心を深めている 

 ・指標の市ホームページのアクセス件数の実績値は、トップページへのアクセス件数であるが、実際には、

トップページを経由せず、直接閲覧したいページへアクセスしている場合もあり、実績値はもっと多い



のではないかとの質問があり、トップページも含め、何らかのページにアクセスしている件数は、平成

29年度でいえば９０万件ある。第６次江南市総合計画では、トップページに拘らず、ホームページへの

実質的なアクセス件数を指標としているとの説明がありました。 

 

〔柱２〕戦略的な行政経営の推進（秘書政策課） 

 ・資料５に基づき、委員（秘書政策課長）より説明がありました。 

 〔個別目標①〕 市役所が限られた経営資源で政策を実現し、市民ニーズに応えている 

 ・江南市戦略計画に関する住民説明会の参加人数に関しては、参加人数だけではなく、区長などの人選が

重要ではないか、また住民説明会はこれからも開催してほしいとの意見がありました。 

 ・市民が行政に対して無関心なのは、ＰＲが足りないのではとの質問があり、今後も市民に関心を持って

いただけるようなＰＲを考えていきたいとの説明がありました。 

〔個別目標②〕 職員自ら資質の向上を図り、政策形成とマネジメント能力をもった職員が育っている 

  ・研修は職員がいつでもだれでも受けられるように Webにしてはどうかとの質問があり、パソコンで受講

が可能なｅラーニング（無料）もあり、受講者は増えているとの説明がありました。 

  ・ｅラーニングの受講者は増えているとのことだが、実績値が目標値より低いのは、受講機会の回数が理

由ではなく申込者が少ないためなのかとの質問があり、この指標は、弁護士によるコンプライアンス研

修や、法務局職員によるセクハラ・パワハラ研修、新人職員を対象とした安全運転講習会などの市が主

催する研修について、参加者数を職員数で割った値で出している指標となりますとの説明がありました。 

  

〔柱２〕戦略的な行政経営の推進（行政経営課） 

  ・資料５に基づき、委員（行政経営課長）より説明がありました。 

〔個別目標②〕 計画的で健全な財政運営が行われている 

  ・財政力指数の今後の見通しにどの程度になる見込みかとの質問があり、今後も大きな変動はない見込み

であるとの説明がありました。 

 

〔柱３〕公平かつ適正な課税・収納 

  ・資料５に基づき、委員（税務課長、収納課長）より説明がありました。 

 〔個別目標②〕 公平かつ適正な税負担を感じ、自主的に納税を行っている 

 ・高い収納率で達成率についても徐々に向上しているとの意見があり、滞納者に関しては、今後も分割納

付や場合によっては差押えの手段をとり、不公平のないように努めるとの説明がありました。 

 ・今後も口座振替の利便性をＰＲしていくとの説明がありました。 

・滞納者に関しては、課題があるとは思うが、滞納者の身内に伝えることにより、納税につながるのでは

ないかとの意見がありました。 

  

〔柱４〕効率的かつ円滑な事務管理の推進 

 ・資料５に基づき、委員（総務課長、会計課長、監査委員事務局長）より説明がありました。 

 〔個別目標②〕資産が適正に管理・運用され、有効に活用されている 

  ・「ペイオフの範囲内で」との文言を削除したのはなぜかとの質問があり、現在は国庫短期証券等がマイナ

ス金利のため主に定期預金で運用しているが、ペイオフの範囲内では運用に限界が生じている状況にあ

るとの説明がありました。 

 〔個別目標③〕各種行政委員会の事務が適正に行われ、市民の信頼が得られている 

 ・期日前投票所がアピタなどの大型店舗でできるよう検討しているのかとの質問があり、検討中ではある



が、店舗の空き状況、システム改修や二重投票などの課題があり現在のところ導入は、難しいが、啓発

活動につながる取り組みではあるとの説明がありました。 

 

〔柱５〕より開かれた適切な議会運営への支援 

  ・資料５に基づき、委員（議事課長）より説明がありました。 

・質問はありませんでした。 

 

３．その他（第２回の会議日程について） 

 ・議事がすべて終了したため、第２回の会議は開催しない旨、事務局より説明がありました。 

 ・12月 26日に開催予定の全体会議について、事務局より説明がありました。 

 


